
令和 7年度 第 3回 ゆうさくコミュニティ・スクール協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開催日時  令和７年１２月１６日（火）午前１０時４５分から午後１２時１５分 

２ 開催場所  浜松市立雄踏小学校 会議室 

３ 出席委員  山田敏、楠野正人、坂田尚久、中村厚、山内勝己、村松美智子、 

加茂聡美(学校支援コーディネーター兼務) 

４ 欠席委員  宮﨑純恵(学校支援コーディネーター兼務)、藏之上真人、鈴木孝紀 

５ 学  校   髙橋宏典(校長)、長坂明典(教頭)、服部優(主幹教諭) 

          能勢雅代（ＣＳディレクター） 

６ 傍聴者    なし 

７ 会議録作成者 ＣＳディレクター 能勢雅代 

８ 議長の選出 司会の加茂委員より年間を通して、山田会長に議長をお願いしたい旨 

の申し入れがあり、全員異議なくこれを了承した。 

９ 協議事項 【熟議】 ①授業参観から見える子供や教師の姿から 

               ②学校評価の結果や、学校評価のあり方について 

1０ 会議記録  司会の加茂委員から、委員総数 10 人のうち７人の出席があり、過半

数に達しているため会議が成立している旨の報告があった。 

【熟議】 

① 議長の指示により、服部主幹から前回の合同研修会の意見に加え、音楽会や本日の授業

参観における児童、教員の姿から成長を感じたことや今後の課題を協議してほしい旨が示

され、委員からは以下のような発言があった。 

・２・３年生が授業中、落ち着かない様子で教員が苦労しているように感じた。(委員一同) 

・個々の気持ちに寄り添うことは時間も労力も必要であり教員が疲弊するのも理解できる。 

（山田会長、山内委員、村松委員） 

・保護者には子供との関わりを大切にしてほしいが、親も忙しく時間がもてない点に課題があると 

感じる。中には子供の寂しい気持ちからでる行動もあると思う。（村松委員） 

・授業が難しい子に対しては取り出し支援を活用するなどして、教員の負担を軽減すると良いと 

思う。(山内委員) 

・個々の支援が必要な子が増えている原因は何であろうか？（中村委員） 

・クラス全体の一斉指導の中でどこまで個々に対応するのか、難しい面がある。（山田会長） 

・教科書などが乱雑で整理されていないことも落ちついた授業ができない原因の一つにも感じる。 

まずは形から入ることを大切にして指導してはどうか。（楠野委員） 

・発表時、指名されても「はい」と返事をする子が少ないことが気になった。返事をさせる指導は 

されていないのかと疑問に思った。（加茂委員） 

・音楽会は昨年よりパワーアップしていた。子供たちの頑張りはもちろん、教員の指導力がひか 

っていた。感動した。（楠野委員） 



・３年生の「めあてカード」に目標だけでなく、自己評価の記入があり良いと思う。（中村委員） 

・４年生は春先より教員と児童の距離が近くなってきているように見えてよかった。（坂田委員） 

・４年生のＡＬＴはタブレットを活用し、とても楽しそうに授業に参加していてよかった。（中村委員） 

② 議長の指示により、服部主幹から別紙資料アンケート結果の見方の説明があった。特に、

教員は母数が少ないため一人当たりが３％に相当してしまい数値の変化が大きくなる点と

新しい取組として（共通）の項目が小中連携の項目である点の説明が詳しくされた。 

委員からは以下のような発言があった。 

・（共通）の項目において、今の児童の変化を何年後かに見ることは可能なのか？（加茂委員） 

→数年後、子供たちの成長のより詳しい分析に活用できる可能性を期待している。中学校と連 

携し、今後のＣＳ会議でまとまった結果を見せられたら良いと考える。（服部主幹） 

→子供たちの変化を見える化することはとても良い。素晴らしい取組であると思う。（委員一同） 

・アンケートの内容がＣＳ委員にはそぐわない内容も多くあると感じる。ＣＳ委員の新しい取組など 

に絞った別の形のものにしてもらったほうが答えやすいと思う。（楠野委員） 

→気軽に意見が記入できるようにアンケートの内容を検討する。（校長） 

・問１２は１００％になっているが実際には秋の調理実習においてボランティアは参加しなかった。 

理由があればおしえてほしい。（加茂委員） 

→授業日程の調整が困難であった。ボランティアを依頼すると急な日程変更に対応が難しく、 

結果としてご迷惑をおかけすることを懸念した。（服部主幹） 

・教員の項目でマイナスの結果を提出した先生は特定できるのか？厳しい自己評価をしている 

教員へのフォローはされているのだろうか。（山田会長） 

→把握はしていて、苦労も伝わっている。アンケート結果は教員の精神的負担を知るという側 

面としても活用していてチームとして教員全体でフォローするように努めている。（服部主幹） 

 

【報告】○二学期の取組について 

○今後の取組予定について 

議長の指示により、加茂委員から別紙資料に基づき、今後予定されている学校支援ボラン

ティア活動の内容と前回の会議以降に実施された内容の報告があった。 

 

【連絡】 

○校長より 

 市町村駅伝において雄踏小の児童が浜松北部チームで参加し優勝したことが伝えられた。 

○山内委員より 

 人権の書道で優秀賞（５位）を筆頭に佳作や努力賞に多くの雄踏小の児童が選出された。ま

た人権ポスターにおいても努力賞に選出され、優秀な児童が多く素晴らしいことが伝えられた。 

○今後のゆうさく運営協議会の予定 

【第４回】令和８年 ２月 ６日(金) １４：００～１５：３０ 


